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10月 

平成15年

期　間　3月16日（日）～4月6日（日） 

ところ　九州成田山不動寺境内地 

イベント日時　3月29日（土）雨天の場合は30日（日） 

イベント内容 

○岡垣町特産品の抽選会 
　（物産品・サザエ・食事券など） 

○地元の演芸同好会 
　（野間三区銭太鼓・岡垣ジョイフルの会・ 
　　レイアロハピカケ） 

○矢沢永吉ものまねショー 

○ふれあい動物園 
　（ウサギ・アヒル・羊など） 

問い合わせ 
春まつり実行委員会（地域づくり課）へ 

3月29日（土） 
午前10時から午後3時　海蔵寺 

馬頭観音座像 
　 特別御開帳 （県指定 　文化財） 
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不
在
者
投
票

選
挙
の
当
日
に
次
の
事
項
に
該
当
す
る
と
見
込

ま
れ
る
場
合
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る

場
合
。(

仲
人
・
司
会
な
ど
の
関
係
者
の
場
合

も
可)

○
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
そ
の
他
の
用
事
で
、

投
票
区
の
区
域
外
に
い
る
場
合
。

○
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
に
よ
り
歩
く
の
が
困

難
な
場
合
。

期

間

○
県
知
事
選
挙

3
月
27
日(

木)

か
ら
12
日(

土)
○
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

4
月
4
日(

金)

か
ら
12
日(

土)

○
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

4
月
22
日(
火)
か
ら
26
日(

土)

と

き

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
本
館
1
階
1
0
1
会
議
室

持
参
品

入
場
券(

届
い
て
い
な
い
場
合
は
本
人
と

確
認
で
き
る
も
の)

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

標
語
が
決
定
し
ま
し
た
。

『
広
報
お
か
が
き
』
12
月
25
日
号
で
募
集
し

て
い
ま
し
た
岡
垣
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
標

語
に
66
点
が
寄
せ
ら
れ
、
選
挙
管
理
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
作
品
に
決

定
し
ま
し
た
。

【
優
秀
作
品
】

1
点

住
み
慣
れ
た
こ
の
地
に
生
き
る
一
票
を

日
野

克
俊
さ
ん(

旭
東)

【
佳
作
作
品
】

3
点

さ
あ
行
こ
う
未
来
の
岡
垣
作
る
た
め

辻

亘
さ
ん(

野
間
四)

託
し
ま
す
私
の
想
い
を
一
票
に

瀬
戸
信
二
郎
さ
ん(

高
尾)

町
づ
く
り
期
待
を
胸
に
投
票
へ

片
山

貴
裕
さ
ん(

南
山
田)

福岡県知事選挙および
福岡県議会議員一般選挙投票日

4月13日は

岡垣町議会議員
一般選挙投票日

投票時間 午前7時から午後8時投票時間 午前7時から午後8時

4月27日は
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■特集 選挙のお知らせ

福
岡
県
知
事
選
挙
・
福
岡
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
に
つ
い
て

【
今
回
投
票
で
き
る
人
】

昭
和
58
年
4
月
14
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
15
年
1
月
3
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
た
人(

た
だ
し
、
平
成
14
年
12
月
27
日
か
ら
平
成
15
年
1
月
3
日
ま
で
の

間
に
転
入
届
を
出
し
た
人
は
、
平
成
15
年
4
月
3
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま

す
の
で
、
3
月
27
日
か
ら
4
月
2
日
ま
で
は
県
知
事
選
挙
の
不
在
者
投
票
が
出
来
ま

せ
ん
。)

選
挙
期
日
前
に
県
外
へ
転
出
し
た
人
は
、
県
知
事
選
挙
・
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
に
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
】

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と

き
○
県
知
事
選
挙

3
月
27
・
28
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

○
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

4
月
4
・
5
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
本
館
1
階
1
0
1
会
議
室

【
投
票
の
順
番
】

最
初
に｢

県
知
事
選
挙｣

、
次
に｢

県
議
会
議
員
一
般
選
挙｣

を
行
い
ま
す
。
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
町
内
転
居
す
る
人
は
前
住
所
地
の
投
票
所
へ
】

3
月
18
日
で
選
挙
人
名
簿
の
整
理
を
停
止
し
ま
す
。
3
月
19
日
以
降
に
町
内
間

の
転
居
を
す
る
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
公
報
に
つ
い
て(

県
知
事
選
挙
の
み)

】

4
月
11
日
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
予
定
で
す
。
ま
た
、
東
部
公
民
館
、
西
部
公

民
館
、
中
央
公
民
館
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

と

き

3
月
28
日(

金)

午
後
1
時
か
ら

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
本
館
3
階
大
会
議
室

持
っ
て
く
る
も
の

出
席
者
の
印
か
ん

※
出
席
者
は
、
候
補
者
1
人
に
つ
き
3
人
以
内
。

【
立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査
】

と

き

4
月
15
日(

火)

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
本
館
3
階
大
会
議
室

【
立
候
補
受
付
】

と

き

4
月
22
日(

火)

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
本
館
3
階
大
会
議
室

【
今
回
投
票
で
き
る
人
】

昭
和
58
年
4
月
28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
15
年
1
月
21
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
た
人
。
た
だ
し
、
選
挙
期
日
前
に
町
外
へ
転
出
し
た
人
は
、
岡
垣
町
議

員
一
般
選
挙
に
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
】

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と

き

4
月
22
・
23
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

と
こ
ろ

岡
垣
町
役
場
本
館
1
階
1
0
1
会
議
室

【
町
内
転
居
す
る
人
は
前
住
所
地
の
投
票
所
へ
】

4
月
11
日
で
選
挙
人
名
簿
の
整
理
を
停
止
し
ま
す
。
4
月
12
日
以
降
に
町
内
間

の
転
居
を
す
る
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
公
報
に
つ
い
て
】

4
月
26
日
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
予
定
で
す
。
ま
た
、
東
部
公
民
館
、
西
部
公

民
館
、
中
央
公
民
館
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

問い合わせ 岡垣町選挙管理委員会へ
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支えあい、生き生きと社会に参画

原田副委員長

男女共同参画に向けた課題は山積

元兼委員長

ひとりの人間として生きられる社会に

柴委員

個性輝く個性輝く
まちづくりに向けて
それぞれの想い

個性輝く
まちづくりに向けて
それぞれの想い

男女共同参画によるまちづくりの方策について調査し、検討する｢岡垣町女性懇話会」は、全10回の会議を
開催し、女性相談窓口の設置をはじめ、今後の取り組みについて検討していただきました。今回は、これまで
懇話会で検討された内容について、委員7人のみなさんそれぞれの思いとともに報告します。

女性懇話会の経過

女性相談窓口の設置について
岡垣町においても、セクシュアルハラスメントやドメスティックバイオレン

ス(ＤＶ)など、性別によるさまざまな偏見や差別が存在していることが、住民
意識調査(平成14年1月実施)からも明らかとなっています。
現在、岡垣町ではさまざまな相談業務が行われていますが、ＤＶをはじめと

した問題は、既存の相談窓口での対応が困難な面もあります。多くの点におい
て、まだ不利な立場に置かれている女性の自立を促し、その抱えている多くの
問題に対応するため、女性のための総合的相談窓口設置が重要な課題としてあ
げられました。
そこで、他の市町村の実施状況などを調査したうえで、女性が利用しやすい

相談窓口のあり方を検討していただきました。懇話会での検討を踏まえ、昨年
12月から、ドメスティックバイオレンス(DV)、セクシュアルハラスメントなど
の、女性差別全般に対応する女性の専門相談員を配置し、｢女性のための悩み
ごと相談｣(今月は18日火曜日)を実施しています。

男女共同参画講演会について
これまで広報などで、男女共同参画に関する情報や町の取り組みなどをお知

らせしてきましたが、みなさんに男女共同参画について関心を持っていただき、
より多くの情報を提供できればと、今月15日(土)に、中央大学法学部教授の広
岡守穂さんを招いて「妻が僕を変えた日」というテーマで講演会を開催すること
になりました。懇話会では、夫婦で、また家族でより多くのみなさんに参加し
ていただけるよう、講演会の前にちょっとリラックスできるような催し(オー
プニングイベントとして岡垣中学校吹奏楽部によるミニコンサートを開くこと
になりました。)や、無料託児所の対象年齢を小学校低学年程度まで拡大するな
どの提案をしていただきました。

「岡垣町の男女共同参画社会実現に向けて」～女性懇話会からの提案～第４回第４回

～個性輝くまちづくりに向けて～ 男女共同参画

明確になったのは、男
女共同参画社会へ向け
ての課題が山積してい
るということでした。
性別にかかわらない自

分らしい生き方を、今後も模索していき
たいと思っています。

会議を重ねるごとに身
近なこととして考えら
れるようになりました。
｢小さな子がいる女性で
も、ひとりの人間とし

て生きられる社会｣であってほしいとの思
いを伝えました。

女性の自立や社会参加
など、勉強しながら参
加しました。なかでも
女性相談窓口の設置は、
大変うれしく思います。

これからも意識の向上に努めたいと思い
ます。

・辞令交付、自己紹介
・今後の活動について
・岡垣町の男女共同参画の取り組
みについて

・女性相談窓口の設置について

・女性相談窓口の設置について
・今後取り組むべき施策について

・女性相談窓口の設置について
・今後取り組むべき施策について

・今後取り組むべき施策について
・男女共同参画講演会について

・今後取り組むべき施策について
・男女共同参画講演会プログラムに
ついて

・提案書の検討
・男女共同参画講演会プログラムに
ついて

・「岡垣町の男女共同参画社会実現
に向けて(提案)【案】」の検討

・「岡垣町の男女共同参画社会実現
に向けて(提案)」町長に提出

・男女共同参画講演会での岡垣町
女性懇話会からの報告について

第1回 9 / 3

第2回 9/27

第3回 10/22

第4回 11/15

第5回 11/27

第6回 12/5

第7回 12/18

第8回 1/14

第9回 2 / 3

第10回 3 / 6
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■特集 男女共同参画 ～個性輝くまちづくりに向けて～

基本は｢思いやり｣です

白武委員

21世紀の男女共同参画をめざして

矢羽田委員

家族の協力と保育サービスの完備が必要

馬込委員

これからの人生のプラスに

山田委員

個性輝く
まちづくりに向けて
それぞれの想い

「岡垣町の男女共同参画社会の実現に向けて」の提案
昨年5月に策定した｢岡垣町男女共同参画社会づくりに向けた基本方針｣の基本理念である｢性別にかかわらず、個人とし

ての尊厳が重んじられ、お互いに支えあいながら社会に参画し、生き生きとした暮らしを営むことができるまちづくり」

を目指す取り組みについて、基本方針に基づいて検討していただきました。

懇話会では、

¡男女共同参画社会の形成には、幼児期からの教育が重要である

¡女性に対する就職差別はいまだに存在し、解消されていない

¡勤務形態が多様化するなか、保育施設への送迎、施設保育では応じきれない二重保育などのニーズへの対応は十分と

は言えず、また急な残業や子どもの病気など、緊急の場合の対応も多くの働く親が悩みとしている

¡近年若年層の性感染症や人工妊娠中絶が増加しており、これらが女性の心身に及ぼす影響を十分理解していないこと

が原因のひとつになっている

¡性別による固定的な役割分担解消の啓発とともに、家庭生活における男女共同参画の促進が必要である

などの意見があげられました。

そして、ひとりひとりが男女共同参画への意識を持ち、男女共同参画社会の実現に向けた社会構造の改革を果たしてい

くために、早急に取り組むべき事項をまとめた｢岡垣町の男女共同参画社会実現に向けて｣の提案書が、2月3日に町長に手

渡されました。岡垣町女性懇話会から提案された6項目について、町では今後取り組み、検討を積極的に進めます。

1．教職員の研修機会の充実

2．企業を対象とした研修と実態調査の実施

3．ファミリーサポートセンターの設立

4．男性を対象とした講座の開設

5．生涯を通じた女性への健康支援

6．出前講座、おかがき人財百科の有効活用

「岡垣町の男女共同参画
社会実現に向けて(提案)」

と

き

3
月
15
日(

土)

午
後
1
時
か
ら

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

岡
垣
町
女
性
懇
話
会
の
報
告
や
広
岡
守
穂
氏
の
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
・
無
料
託
児
所
あ
り

平
成
14
年
度
岡
垣
町

男
女
共
同
参
画
講
演
会

〜
考
え
よ
う
！

自
分
ら
し
く
生
き
る
喜
び
〜

問い合わせ 企画政策室へ

提案書を町長に手渡す
原田副委員長

さまざまな問題は、人
と向き合い、相手に対
する愛情(思いやり)と
理解(努力)によって、
解決の糸口が見えてく

るのではないでしょうか。そして行動を
起こすことが大切です。

21世紀は男女共同参画
も大きく広がることで
しょう。女性の社会進
出には、家族の協力や
保育サービスの完備が

必要です。私たちも賢くなり社会に貢献す
る日も近いでしょう。

懇話会で男女共同参画
の意義、必要性を感じ
ました。自分の考えを
持ち、会議で発言でき
たことは、これからの

自分自身の人生にとってもプラスになる
と思います。

性の違いを認め合い、
協力し、尊重し合うこ
と、そして自分らしく
生きること。一方で伝
統・文化もバランスよ

く取り入れることが真の男女共同参画だ
と思います。
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『
広
報
お
か
が
き
』2
月
10
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
4
月
1
日

か
ら
西
鉄
バ
ス
宗
像
株
式
会
社
が
運
営

し
て
い
る
波
津
路
線
の
う
ち
、
糠
塚
方

面
や
い
こ
い
の
里
方
面
の
一
部
区
間
の

廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
こ
と
を
重
要
な
課
題

と
し
て
受
け
止
め
、
廃
止
予
定
区
間
の

路
線
バ
ス
の
運
行
を
存
続
し
て
い
く
た

め
の
対
応
策
を
検
討
し
、
実
施
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

波
津
路
線
の
一
部
区
間
廃
止
に
伴
う

町
の
対
応
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
廃
止
予
定
区
間
の
利
用
状
況

4
月
1
日
か
ら
廃
止
が
予
定
さ
れ
て

い
る
の
は
、
糠
塚
方
面
や
い
こ
い
の
里

方
面
の
一
部
の
区
間
で
す
。
こ
の
区
間

で
の
利
用
状
況
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

○
朝
・
夕
の
通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
利

用
者
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

○
糠
塚
方
面
で
は
、
遠
距
離
通
学
の
児

童
が
登
下
校
で
継
続
的
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

○
い
こ
い
の
里
方
面
で
は
、
朝
の
通
勤

時
間
帯
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
路
線
バ
ス
の
存
続

波
津
路
線
は
、
町
内
唯
一
の
バ
ス
路

線
で
、
通
勤
、
通
学
だ
け
で
な
く
、
通
院
、

買
い
物
な
ど
、
住
民
の
日
常
生
活
を
支

え
る
生
活
交
通
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
廃
止
予

定
区
間
は
利
用
者
が
少
な
く
採
算
が
と

れ
な
い
た
め
、
新
た
な
事
業
者
の
参
入

が
見
込
め
ず
、
町
の
委
託
に
よ
り
路
線

バ
ス
の
運
行
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
4
月
１
日
以
降
も
西
鉄
バ
ス
の

運
行
を
存
続
し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
、

そ
れ
に
要
す
る
経
費
を
平
成
15
年
度
の

当
初
予
算
に
計
上
し
て
、
3
月
に
開
か

れ
る
町
の
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
自
家
用
車
の
普
及
や

少
子
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
路
線
バ

ス
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
て
、

日
常
生
活
を
支
え
る
生
活
交
通
を
維
持
・

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
解
決
し
て
い
く
べ
き

課
題
と
し
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
運
行
時
刻
お
よ
び
運
行
数

各
運
行
ル
ー
ト
の
運
行
時
刻
と
運
行

数
は
、
3
月
に
実
施
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
九
州

の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
踏
ま
え
て
、
で
き
る

だ
け
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
西

鉄
バ
ス
宗
像
株
式
会
社
と
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
バ
ス
カ
ー
ド
や
定
期
券
の
取

り
扱
い

バ
ス
カ
ー
ド
や
定
期
券
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
利
用
で
き
ま
す
。

下校にバスを利用する児童

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ
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運行ルートは、朝・夕の通勤、通学や通院、買い物など、日常生活にできるだけ利用しやすくな

るように計画をしています。運行ルートの概要は次の通りです。

■特集 路線バスの存続に向けての取り組み

波津

吉木

サンリーアイ

海老津駅
入口

松ヶ台

茅原

糠塚

鍋田

ＪＲ海老津駅

遠賀川駅前赤間営業所

岡垣役場前
いこいの里

遠賀病院

既存の運行ルート

①の循環系統の運行ルート

②糠塚系統の運行ルート

③いこいの里系統の運行ルート

主なバス停

凡
例

バス路線図（4月1日から）

運行ルート

《右回り》
海老津駅～海老津駅入口～総合グランド前～雨堤
～サンリーアイ～公園通り～いこいの里～高倉～
吉木小学校～松原口～塚原～元松原～下黒山～黒
山～神田～糠塚～山田～鍋田～山田道～海老津～
海老津駅入口～海老津駅
《左回り》
※右回りの逆の順序で停車します。

ＪＲ海老津駅を起点として、
糠塚方面、いこいの里方面を
循環する運行ルートです。
（右回り・左回り）

朝・夕の通勤、通学などに配
慮した運行ルートです。
（上り・下り）

朝・夕の通勤、通学などに配
慮した運行ルートです。
（上り・下り）

《上り》
松ヶ台中央～松ヶ台～神田～糠塚～山田～鍋田～
山田道～海老津～海老津駅入口～海老津駅
《下り》
※上りの逆の順序で停車します。

《上り》
いこいの里～公園通り～サンリーアイ～雨堤～総
合グランド前～海老津駅入口～海老津駅
《下り》
※上りの逆の順序で停車します。

循環系統

糠塚系統

いこいの里系統

①

②

③

運行ルートの種類 停車するバス停 備 考
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岡垣町役場
教育委員会 1282-1211 ○いこいの里在宅介護支援センター1283-0033

○岡垣東部在宅介護支援センター1282-5103
○岡垣在宅介護支援センター1282-5167
○シルバー人材センター1282-4688

水
道
課
工
務
係

岡
垣
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を交付

し
ま
す

健
康
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

寝
具
を
丸
洗
い
し
ま
す

福
岡
労
働
局

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
を

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

す
こ
や
か
さ
ん
講
座

水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
ビ
ル
建
物(

受
水

槽
が
あ
り
有
効
容
量
10
立
方
メ
ー
ト

ル
以
下)

の
小
規
模
貯
水
槽
水
道
で

あ
っ
て
も
、
水
道
事
業
者(

町
長)

が

設
置
者
ま
た
は
管
理
者
に
対
し
て
適

切
な
衛
生
管
理
を
行
う
よ
う
指
導
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
規
模
貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
ま

た
は
管
理
者
は
受
水
槽
内
の
点
検
清

掃
に
努
め
、
異
常
が
あ
る
と
き
は
す

み
や
か
に
改
善
す
る
よ
う
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
条
例
な
ど
は
、
平

成
15
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
工
務
係
へ

町
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
た
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
条
件
に
該

当
す
る
人
に
補
助
チ
ケ
ッ
ト(

有
効

期
限
は
平
成
16
年
3
月
31
日
ま
で)

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対

象
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
で
、
平

成
14
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

ま
た
は
均
等
割
の
み
の
課
税
の
人
の

う
ち
次
の
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
を

持
っ
て
い
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
で
Ｊ
Ｒ
運
賃
減

額
欄
が『
第
一
種
』②
療
育
手
帳『
Ａ
』

判
定
③
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
④

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
・

2
級

受

付

4
月
1
日(

火)

か
ら
健
康

福
祉
課
と
東
部
公
民
館(

東
部
公
民

館
で
は
11
日
ま
で)

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
生
活
福

祉
係
へ

寝
具
を
回
収
し
、
水
洗
い
・
乾
燥
・

消
毒
し
て
配
達
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
回
収
か
ら
配
達
ま
で
約
1

週
間
で
終
わ
り
ま
す
。

実
施
時
期

3
月
下
旬
に
予
定

対

象

在
宅
で
寝
具
の
衛
生
管
理

が
困
難
な
人(

縁
側
な
ど
に
、
ふ
と

ん
を
持
っ
て
い
っ
て
干
す
こ
と
が
身

体
的
に
困
難
な
人)

で
、

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
人

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
②
に
準
ず
る
世
帯
に
属
す
る
高
齢

者
並
び
に
身
体
障
害
者

内

容

○
3
点
一
式(

掛
布
団
、
敷
布
団
、

毛
布)

○
4
点
一
式(

掛
布
団
、
毛
布
、
ベ

ッ
ド
パ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
レ
ス)

利
用
料

○
3
点
一
式

五
百
二
十
円
程
度

○
4
点
一
式

七
百
三
十
円
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

3
月
24

日(
月)
ま
で
に
健
康
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
係
へ

労
働
保
険(

労
災
保
険
・
雇
用
保
険)

の
年
度
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
手
続
き
は
、
前
年
度(

平

成
14
年
度)

に
申
告
・
納
付
さ
れ
た

概
算
保
険
料
を
確
定
清
算
し
、
あ
ら

た
め
て
、
当
年
度(

平
成
15
年
度)

の

概
算
保
険
料
を
申
告
・
納
付
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
平
成
15
年
度
は
、

4
月
1
日
か
ら
5
月
20
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
労
働
局
労
働
保

険
適
用
室
1
0
9
2-

4
3
4-

9
8

3
4
へ

【
食
生
活
コ
ー
ス
】

毎
日
の
食
生
活
が
楽
し
く
豊
か
で
、

健
康
に
つ
な
が
る
よ
う
学
び
ま
す
。

と

き

4
月
17
日(

木)

か
ら
10
月

23
日(

木)

ま
で
の
全
12
回
。
午
前
10

時
か
ら
午
後
0
時
30
分

と
こ
ろ

い
こ
い
の
里

受
講
料

調
理
実
習
1
回
に
つ
き
二

百
円

対

象

40
歳
以
上
の
男
女

定

員

25
人

【
健
康
体
操
コ
ー
ス
】

運
動
と
健
康
づ
く
り
の
話
と
、
手

軽
な
健
康
体
操
な
ど
を
通
じ
、
楽
し

く
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

と

き

4
月
17
日(

木)

か
ら
10
月

市
町
村
合
併
に
関
す
る
お
知
ら
せ

遠
賀
郡
４
町(

岡
垣
町
・
芦
屋

町
・
水
巻
町
・
遠
賀
町)

合
併

協
議
会
設
置
請
求
の
動
き

芦
屋
町
民
か
ら
の
住
民
発
議
に

よ
る
、
遠
賀
郡
4
町
の
合
併
協
議

会
設
置
請
求
に
つ
い
て
は
、
12
月

25
日
号
の
『
広
報
お
か
が
き
』
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
岡

垣
町
長
は
岡
垣
町
議
会
に
付
議
す

る
旨
を
回
答
し
、
ま
た
、
水
巻
町

長
・
遠
賀
町
長
に
つ
い
て
も
各
町

議
会
に
付
議
す
る
旨
の
回
答
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
町
議

会
へ
付
議
さ
れ
た
結
果
、
岡
垣
町
・

水
巻
町
・
遠
賀
町
各
議
会
は
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
芦
屋
町
議
会
の

み
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
芦

屋
町
長
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
芦

屋
町
有
権
者
の
住
民
投
票
を
3
月

9
日
に
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
投
票
で
賛
成
票
が
過

半
数
を
占
め
た
場
合
、
芦
屋
町
議

会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
も
の
と

み
な
し
、
法
定
協
議
会
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
反
対
票
が
過

半
数
を
占
め
た
場
合
、
こ
の
時
点

で
手
続
き
が
終
了
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

遠
賀
郡
３
町(

岡
垣
町
・
遠
賀

町
・
水
巻
町)

合
併
協
議
会
設

置
同
一
請
求
の
動
き 

上
記
の
遠
賀
郡
4
町
の
合
併
協

議
会
設
置
請
求
や
、
前
回
の
遠
賀

郡
3
町
合
併
協
議
会
設
置
請
求
と

は
別
に
、
新
た
に
岡
垣
町
・
遠
賀

町
・
水
巻
町
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
か

ら
同
一
内
容
で
の
遠
賀
郡
3
町(

岡

垣
町
・
遠
賀
町
・
水
巻
町)

合
併

協
議
会
設
置
同
一
請
求
が
平
成
15

年
2
月
6
日
、
同
一
請
求
代
表
者

横
山
森
親
氏
か
ら
岡
垣
町
長
に
対

し
て
、
八
百
七
十
八
人
の
有
効
署

名
を
添
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
遠
賀
町
・
水
巻
町
に
お
い
て

も
同
じ
請
求
が
各
町
同
一
請
求
代

表
者
か
ら
各
町
長
に
対
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
住
民
か
ら
同
一
の
請
求
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
有
権
者
の

50
分
の
1
以
上
の
署
名
を
も
っ
て

請
求
さ
れ
た
各
町
長
は
、
各
町
議

会
へ
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い

て
、
60
日
以
内
に
付
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

用
語
解
説

＊
付
議
…
こ
こ
で
は
、
町
議
会
に

議
案
と
し
て
提
出
し
審

議
す
る
こ
と
。

こ
う
し
た
市
町
村
合
併
の
動
き

は
、
今
後
も
広
報
な
ど
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ
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岡垣町公式ホームページアドレス http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
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遠
賀
中
間
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
看
護
の
ご
案
内

教
育
総
務
課

親
子
で
ふ
れ
あ
い

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

芦
屋
募
集
事
務
所

予
備
自
衛
官
補
募
集

折
尾
警
察
署
協
議
会

犯
罪
や
事
故
を
減
ら
し
た

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

岡
垣
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(
ふ
れ
あ
い
ｉ
ｎ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ
)

真
田
町
へ
行
こ
う
！

23
日(

木)

ま
で
の
全
13
回
。
午
前
9

時
40
分
か
ら
午
後
0
時
50
分

と
こ
ろ

い
こ
い
の
里

受
講
料

無
料

対
象
者

40
歳
以
上
の
男
女

定

員
40
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で

3
月
10
日(

月)
か
ら
31
日(

月)

ま
で

に
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
へ

※
両
コ
ー
ス
同
時
の
申
し
込
み
も
で

き
ま
す
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
人
の
看

護
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

専
門
の
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
、
適

切
な
看
護
を
提
供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

遠
賀
中
間
医
師
会
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
1
2
0
2-

3
5
0
4
へ

平
成
15
・
16
年
度
分
の
指
名
願
を

受
け
付
け
ま
す
。

と

き

4
月
1
日(

火)

か
ら
25
日

と
こ
ろ

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
事
務
所(

遠
賀
町
今
古
賀)

問
い
合
わ
せ

遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
1
2
9
3-

3
5

8
1
へ

学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
調
理
員

さ
ん
と
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

新
1
年
生
の
み
な
さ
ん
は
、
一
足

先
に
学
校
給
食
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
?

と

き

3
月
26
日(

水)

午
前
10
時

か
ら

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
調
理
室

対

象

町
内
の
小
学
生
の
親
子
お

よ
び
新
1
年
生
の
親
子(

20
組
程
度)

献

立

お
す
し
・
魚
の
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
焼
き
・
ひ
じ
き
サ
ラ
ダ
・
は
ん
ぺ

ん
汁
・
み
つ
豆

参
加
費

二
百
二
十
円(

当
日
受
付

に
て
徴
収)

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
う
わ
ぐ
つ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

海
老
津

小
学
校
給
食
室
1
2
8
2-

7
1
1

0
へ真

田
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、

岡
垣
町
に
は
な
い
自
然
・
歴
史
文
化

な
ど
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

7
月
26
日(

土)

か
ら
31
日(

木)

5
泊
6
日(

予
定)

と
こ
ろ

長
野
県
真
田
町

募
集
人
員

新
小
学
5･

6
年
生
20

人
と
、
新
中
学
1･

2
年
生
4
人
。

参
加
費

3
万
円

申
込
み
・
問
合
せ

3
月
24
日(

月)

ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

防
衛
庁
で
は
、
一
般
公
募
予
備
自

衛
官
補
を
募
集
中
で
す
。

受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人(

年
齢
起
算

日
は
平
成
15
年
7
月
1
日)

身

分

非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公

務
員

教
育
訓
練
日
数

50
日(

3
年
以
内)

申
込
締
切

4
月
11
日(

金)

試
験
日

4
月
19
日(

土)

か
ら
21
日

(

月)

の
い
ず
れ
か
1
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

芦
屋
募

集
事
務
所
1
2
2
3-

0
9
8
1(

内

線
3
4
8)

へ

折
尾
警
察
署
で
は
、
1
月
27
日(

月)

に｢

折
尾
警
察
署
協
議
会｣

を
開
催
し
、

地
域
住
民
の
人
々
の
要
望
や
要
求
、

解
決
を
強
く
望
ん
で
い
る
事
項
に
つ

い
て
、
地
域
の
人
々
か
ら
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
警
察
活
動
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
対
策

・
街
頭
犯
罪
な
ど
の
抑
制
強
化

○
高
齢
者
対
策

・
悪
質
商
法
な
ど
の
取
り
締
ま
り

・
交
通
事
故
防
止

○
少
年
対
策

・
少
年
非
行
防
止

・
暴
走
族
の
取
り
締
ま
り

○
女
性
対
策

・
Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス)･

ス
ト
ー
カ
ー
対
策

・
相
談
業
務
の
連
携(

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
性
化)

○
暴
力
団
対
策

問
い
合
わ
せ

折
尾
警
察
署
協
議
会

事
務
局
1
6
9
1-

0
1
1
0(

内
線

2
5
1)

へ

建設工事入札
参加資格審査の受付

平成15・16年度の｢建設工事｣の入札参加資格審査受付を、

実施します。

受付期間 (土・日曜日、祝日を除く)

※頭文字には、株式会社、有限会社などを除きます。

受付指定日以外は、受け付けませんのでご注意ください。

受付場所 役場本館3階305会議室

受付時間 午前9時から11時30分、

午後１時30分から4時30分

申請書の様式 岡垣町指定様式

提出要領および岡垣町指定様式の配布

と き 3月3日(月)から4月25日(金)(土・日曜日、祝日を除く)

午前8時30分から午後5時(正午から午後１時を除く)

ところ 管財課窓口(郵送の場合は、返信用封筒に200円分の

切手を貼付し、役場管財課〒811－4233岡垣町大字

野間697－1へ)

要領代金 一部100円(郵便請求の場合は郵便小為替)

問い合わせ 管財課へ

会社名等の頭文字 受付指定期間

ア行・カ行

サ行・タ行

ナ行以下

4月 4 日(金)～4月10日(木)

4月11日(金)～4月17日(木)

4月18日(金)～4月25日(金)



広報おかがき 平成15年3月10日号 10

岡垣町役場
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○被保険者証更新
国保被保険者証の更新時期が近づいてきました。

毎年3月下旬に、大きな青い封筒で新被保険者証を郵送して

いますので、その頃になりましたら郵便物に気をつけてくだ

さい。

なお、旧被保険者証は同封の返還用封筒での返還をお願い

します。

○出産資金貸付制度
平成15年4月から国保被保険者の出産に伴う出産資金貸付

制度が始まりますので、ご利用ください。

なお、詳しいことは、『広報おかがき』1月25日号をご覧く

ださい。

●加入の届け出が遅れると
加入資格が発生した時点(届け出日で

はない)までさかのぼって保険料(税)を

納めなければならなくなります。また、

その間は保険証がないため、医療費は全

額自己負担となります。

●やめる届け出が遅れると
保険証が手元にあるため、うっかりそ

れを使って医療を受けてしまう人がいま

す。この場合、国保が負担した医療費は、

あとで返していただくことになります。

新たに加入した職場の健康保険などと国

民健康保険の両方に保険料(税)を二重で

納めてしまうことがあります。

給付を伴う届け出の場合、印かんが

必要です。

こんなときはすぐに国民健康保険の届け出を
手続きに必要なものこんなときは……

14日以内に
他市区町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国人が加入するとき

他市区町村へ転出したとき

職場の健康保険に加入したとき

死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

外国人がやめるとき

住所、世帯主、氏名などが変わったとき

長期旅行などで別の保険証が必要なとき

修学のため、別に住所を定めるとき

退職者医療制度に該当したとき

退職者医療制度に該当しなくなったとき

保険証をなくしたり、

汚れて使えなくなったとき

転出証明書

健康保険をやめた証明書

保険証、母子健康手帳、印かん

保護廃止決定通知書

外国人登録証明書

保険証

国保と職場の両方の保険証

保険証、死亡を証明するもの、印かん

保険証、保護開始決定通知書

保険証、外国人登録証明書

保険証

保険証

保険証、在学証明書

保険証、年金証書

保険証

保険証、

身分を証明するもの

加
入
す
る
と
き

や
め
る
と
き

そ
の
ほ
か

届け出・問い合わせ 住民課国保年金係へ
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International Communication

　岡垣町国際交流員メアリーと一緒に、世界の料理を 
しましょう！ 
　料理（メインディッシュ、野菜料理、デザート）を作って、
みんなで食べましょう 

と　き　１回目：4月2日（水）　午前10時から午後3時 
　　　　２回目：4月4日（金）　午前10時から午後3時 
ところ　中央公民館 
参加費　100円 
対　象　岡垣町内の小学生で、3月の時点で4年生から6年 
　　　　生の児童 
定　員：各20人 
　※1回限りの参加とし、定員になり次第、締め切ります。 
申し込み・問い合わせ　岡垣国際交流協会  282－0549へ 

KID'S クッキング

絵本と歌のクラスをしています！ 

一年間で5回ずつ、中部保育所と

東部保育所を訪問しています。今年

度の最後になりましたが、2月19日

と28日に、中部・東部保育所に行っ

てきました。一年間で英語の歌、英

語の数字や色を教えたり、それに関

するゲームをしたりしました。今回は、

簡単な英語の絵本を読んであげました。

最初は日本語の説明をせずに、英語

で読みました。子どもたちは英語が

全部分からなくても、絵を見ながら

なんとなく話が分かったようです。

子どもたちはいつも、very、very元

気で、国際交流員として、とても楽

しい仕事です。

保育所に行って 
　　　　きました！ 

今年もみんなで楽しく作りましょう

Three Little Pigs(3匹の子ブタ)
を演じる生徒

去年７月の
キッズウィークでの料理

月に2回、木曜日の午後に絵本の英会話（中級）を行っています。毎週英語の絵

本を読んだり、その本を劇にして、みんなで演技をしています。いすに座った

ままで読むよりも、立って、キャラクターになって演じるほうが楽しくて、ス

トーリーがもっと分かりやすく、そして、みんなの発音もとても上手になって

います。現在、生徒は10人ぐらいいますが、途中からでも入ってみたい人は、

ぜひ連絡してください。

歌のクラスも月に2回、木曜日の午後に行っています。カーペンターズの「Yesterday

Once More」や、タイタニッ

クのテーマソング「My Heart

Will Go On」など、たくさん

の英語の歌を練習しています。

このクラスは初級の人でも大

丈夫ですから、途中からでも

来てみてください！

ぷ ち 英 語 
Please  Help  Me　手伝って！ 
　Help Meは｢助けて｣というイメージがありますが、｢手を
貸して｣という意味でも使います。 

Good  Lｕck！　がんばって！ 
　｢幸運を祈る｣以外にも、｢がんばって｣という意味で使われ
たり、別れぎわのあいさつに使われたりします。 
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◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
0
回
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル 

と

き

3
月
21
日(

金
・
祝)

午
後

6
時
か
ら

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

出
演
者

さ
く
ら
リ
コ
ー
ダ
ー
カ
ル

テ
ッ
ト(

小
林
達
夫
・
山
本
優
子
・

橋
詰
智
章
・
小
林
理
子)

曲

目

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ

ア
リ
ア
よ
り

ほ
か

入
場
料

無
料

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
出
演
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
出
演
者
に
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

◎
サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

【
新
規
受
講
生
募
集
】

※
文
化
講
座
に
初
め
て
入
会
す
る
人

は
、
入
会
金
と
し
て
別
途
三
千
円
が

必
要
で
す
。

○
パ
ン
を
作
る(

初
級)

と

き

第
1
金
曜
日
午
前
10
時
か

ら
午
後
3
時

と
こ
ろ

調
理
室

講

師

村
上
英
子

受
講
料

四
千
五
百
円(

3
か
月)

維
持
費

三
百
円(

3
か
月)

材
料
費

約
千
円(

1
回
分)

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
筆

記
用
具
・
パ
ン
を
持
っ
て
か
え
る
カ

ゴ(

袋)

○
マ
ナ
コ
フ
ラ
ワ
ー(

Ⅰ
ク
ラ
ス)

と

き

第
3
金
曜
日
午
前
10
時
か

ら
正
午

と
こ
ろ

創
作
室

講

師

市
川
薫

受
講
料

四
千
五
百
円(

3
か
月)

維
持
費

三
百
円(

3
か
月)

材
料
費

約
二
千
円(

1
回
分)

持
っ
て
く
る
も
の

花
ば
さ
み
・
筆

記
用
具

【
無
料
説
明
会
】

○
フ
ル
ー
ト
＆
オ
カ
リ
ナ

と

き

3
月
24
日(

月)

午
前
11
時

か
ら
正
午

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

講

師

川
上
ち
づ
る

※
電
話
受
付
で
き
ま
す
。

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
で
お
こ
な
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

10
月
20
日(

日)

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

《
男
子
の
部
》

優

勝

岡
垣
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

準
優
勝

カ
ミ
ノ
ケ

《
女
子
の
部
》

優

勝

岡
垣
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

準
優
勝

フ
ラ
イ
デ
ー

と

き

1
月
26
日(

日)

と
こ
ろ

夜
宮
弓
道
場(

戸
畑
区)

《
有
段
の
部
》

準
優
勝

壇

美
代
子

《
無
段
の
部
》

優

勝

北
村

典
子

と

き

1
月
31
日(

金)

《
男
子
の
部
》

優

勝

小
池

宗
矢
夫

準
優
勝

松
崎

吉
次

第
3
位

森

茂

《
女
子
の
部
》

優

勝

桝

静
子

準
優
勝

岡
村

淳
子

第
3
位

前
川

千
代
子

と

き

1
月
12
日(

日)

と
こ
ろ

町
民
武
道
館

《
剣
道
教
室
小
学
１
年
生
の
部
》

優

勝

石
田

悠
果

準
優
勝

御
園

隼
太

第
3
位

長
畑

宏
章

《
剣
道
教
室
小
学
2
年
生
の
部
》

優

勝

伊
藤

大
修

準
優
勝

郡
山

侃
也

第
3
位

鳥
越

賢
一
郎

《
剣
道
教
室
小
学
3
年
生
以
上
》

優

勝

大
谷

教
介

準
優
勝

西
口

達
也

第
3
位

長
畑

成
貴

《
小
学
2
・
3
年
生
の
部
》

優

勝

神
田

真
吾

準
優
勝

浦
川

昇
大

第
3
位

平
崎

翔
太

《
小
学
4
年
生
の
部
》

優

勝

岩
崎

優
佳

準
優
勝

神
田

将
吾

第
3
位

西
口

大
輝

《
小
学
5
年
生
の
部
》

優

勝

市
川

麻
衣

準
優
勝

今
任

翔
太

第
3
位

瓜
生

義
紀

《
小
学
6
年
生
の
部
》

優

勝

井
上

仁
瑛

準
優
勝

宝
珠
山

夏
子

第
3
位

浦
川

直
子

《
中
学
1
年
生
の
部
》

優

勝

河
村

大
介

準
優
勝

林

駿
一

第
3
位

椛
島

荘
史

《
中
学
2
年
生
の
部
》

優

勝

岩
崎

優
翔

準
優
勝

佐
藤

雄
太

第
3
位

塩
川

恒
彦

と

き

2
月
9
日(

日)

と
こ
ろ

遠
賀
町
総
合
運
動
公
園

優

勝

野
間
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
Ａ

(

塚
本
真
也
・
菟
田
直
之
・
本
田
尚
樹
・

辻
将
成
・
竹
松
瑞
輝
・
鈴
木
大
地
・

竹
重
忍)

準
優
勝

吉
木
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
Ａ

(

木
下
健
二
・
菊
本
一
馬
・
古
野
耕
至
・

大
深
建
尚
・
熊
鰐
智
行
・
尾
形
瑠
太
・

佐
々
木
昇
司)

第
3
位

西
部
エ
ン
ゼ
ル
ス
Ａ

(

吉
田
崇
彦
・
原
田
秀
隆
・
宮
崎
将
治
・

吉
田
敏
彦
・
佐
久
間
マ
サ
キ
・
豊
島

範
晃
・
村
田
晃
一)

と

き

2
月
9
日(

日)

と
こ
ろ

若
松
区
高
塔
山
弓
道
場

第
3
位

山
本

昌
広

秋
季
大
会バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

第
10
回
北
九
州
地
区女

子
弓
道
大
会

1
月
期
例
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟

少
年
剣
道
大
会

第
25
回
少
年
少
女
駅
伝
大
会

高
塔
山
弓
道
場
春
季
百
射
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室

健
康
づ
く
り
と

ふ
れ
あ
い
交
流

岡垣町役場
教育委員会 1282-1211 1282-1515○岡垣

と

き

4
月
5
日(

土)

か
ら
一
年
間

毎
週
土
曜
日

午
後
2
時
か
ら
4
時

と
こ
ろ

す
ぱ
ー
く
岡
垣

定

員

30
人

対

象

町
内
在
住
者(

年
齢
不
問)

参
加
費

無
料

※
用
具
な
ど
は
、
お
貸
し
し
ま
す
。

申
し
込
み

3
月
30
日(

日)

ま
で
に

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ




